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対荷電を有するイオンの耳 層ヽで取 り囲まれ い わゆる (ィキ=ヽ

の厚さは静電的相工作用がおよぷ距能と関係しておリ イ オ

2-1型 電解質

1-2 1-1型 電解質および2-1型 電解質の平均活とo全 平均舌量係数,々と単独イオン
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lHl題2 次 の水溶校のイオン強度を計算せよ

1)0 06 ml kg lの Car12と01 ml路
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問題 4理 こで 木瓢 ヒ禁 (II)は触枠l duHに166x10もoこ溶ける。次の問いに砦えよ。
1)lStに おける溶解度積るを求めよ。
2)001E● l dut3の碓皿溶滋中の溶解度はいくら,、 を

|、獄 !予千 鮮 樹 i下
,特

申 W]引 |:ユ|を`ド
r

″
―

―

Ｘ
９
々 コヽイ・int。卜f〕H3

■r3に憲 ,,ヽ

K費一 体[6H‐テ
IS卜molよボ

3

6・ 6)却 鶴 'V

。.(hHよ ばiゼよ、s(V“。“

、1よ下],デ古〔wぃ (iサ`

‐京け

だ

il繰

茸 ‐

A9

、キ事それ市■■|) FA神 ,.Ⅲ Ⅲlセr irr iⅢ
F Fen,そniナniんi女ぉ t、

Ⅲヽ1てい
1°

問
a)

ゆ

5 法 の電池の概略図を構き 電 亀反応を記せ。
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関6 次 のダ‐=ル 電池のあ℃での起電力を求めよぅ採お電経電位はプ
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